
こども誰でも通園制度の数値目標（量の見込み・確保方策）

０歳６か月から満３歳未満の未就園児童数 × 月一定時間（10時間が基本）

※ 上記の算出式に利用割合を乗じて算出することも可能

必要受入時間数

（時間／月）
①

必要受入れ時間数（①） ÷ 定員一人１月当たりの受入れ可能時間数（176時間（8時間×22日）が基本）

必要利用定員

⇒確保方策

(人日／月）

②

※市独自に算出することも可能❏ 国の算出方法

R11R10R9R8R7

3,0333,0163,0002,9092,928
未就園児童数

（人）

R11R10R9R8R7

30,33030,16030,00029,09029,280
必要受入時間数

（時間／月）

R11R10R9R8R7

１７２１７１１７０１６５１６６
量の見込み
（人日／月）

１７２１７１１７０１６５21※
確保方策

（人日／月）

×１０時間

÷１７６時間

※ 4事業所による実施を踏まえ設定

現行の計画値

児童一人１月あたりの利用可能時間

（未就園児数）

（必要受入時間数①）

（量の見込み・確保方策②）

定員一人１月当たりの受入れ可能時間

※ 計画では対象年齢ごとの必要定員数を算出

現在、計画で定めている必要利用定員数

（量の見込み・確保方策）は、こども誰でも

通園制度を実施する前に設定している

ため、利用割合は考慮していない

安定的で持続可能な制度運営を実施する

ためには、過不足のない施設整備が不可欠

令和７年度実績及びアンケート調査結果を

踏まえ、「量の見込み」と「確保方策」の

見直しを実施

❏ 現行計画における数値目標



R11R10R9R8R7

3,0333,0163,0002,9092,928未就園児童数

R11R10R9R8R7

2,0292,0182,0071,9461,959利用認定者数

×６６．９％

（アンケート結果より）

こども誰でも通園制度を
利用したいと思う人の割合

R11R10R9R8R7

676672668648652利用者数

利用認定した人のうち、
実際に利用した人の割合

×３３．３％

（利用実績より）

×７時間
（利用実績より）

平均利用時間

R11R10R9R8R7

2929292828
必要利用定員数
（量の見込み）

R11R10R9R8R7

4,7304,7034,6784,5364,566必要受入時間数

R11R10R9R8R7

4040403812※必要利用定員数
（確保方策）

R11R10R9R8R7

6,7576,7196,6836,4816,523必要受入時間数

調査期間：令和７年１０月１日～１５日
対象者 ：対象児童の全保護者

（２，４４８人）
※R7.9.1時点

調査方法：全戸へ個別通知（郵送）
回答方法：郵送又は電子申請
回答者数：３０５人

利用したい人
６６．９％

アンケート調査

利用実績（令和７年９月）

利用割合
３３．３％

（未就園児数）

（利用認定者数）

（利用者数）

利用認定者数：２１９人 利用者数：７３人

平均利用時間
７時間

❏ （変更後）こども誰でも通園制度の数値目標（案）

×１０時間

÷１７６時間 ÷１７６時間

（必要受入時間数） （必要受入時間数）

（必要利用定員数） （必要利用定員数） ※実績ベース


